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１ ．はじめに
　裂き織りの名称サックリとその表すもの（指示物）の
全国分布に興味をもち、分布図を書いて変化の過程を明
らかにした１ ）。その後、ツヅレなどの名称にも調査対象
を広げた。また、中村ひろこによる三種のサキオリの分
類２ ）は、古木綿布を裂いたものを横糸とする典型的な
サキオリ以外に、麻や藤などの素材を横糸とするサキオ
リがあることを示したものだが、表 １ のように、これに
下位分類を加えて、「多様な裂き織り」の分布図を描い
た。分布図から、木綿の導入以前に麻や藤などを横糸に
用いた織物があり、サックリなどの名称で呼ばれてい
たことが示された３ ）， ４ ）。このことに関連して、日本の
織物の素材の分布を知りたいと思い、『日本民俗地図』
VIII衣生活 ５ ）を用いて調査したので報告する�注 １ ）。な
お、Excelでデータを整理し、ArcGIS�online（esri社提供）
を用いて地図化した。以下の文中の素材の説明には『日
本国語大辞典』（ジャパンナレッジ）6 ）を用いた。

中村（１98４） 縦糸（経糸） 横糸（緯糸） 福嶋　近刊
麻のサキオリ 麻，藤など 麻，オクソ，オワ

タ，藤，くずなど 裂き織りA

麻，藤など 紙 裂き織りA’
木綿布のサキ

オリ 麻，藤など 木綿布を細く裂
いたもの 裂き織りB

木綿糸のサキ
オリ 木綿糸 木綿布を細く裂

いたもの 裂き織りC

麻，藤など 木綿糸 裂き織りD
木綿糸 木綿糸 裂き織りD’

2 ．麻・綿・養蚕の分布
2 - １ 　麻
　図 １ 参照。栽培したものを使う場合の他に、素材を買
う場合にも記号を与えた（以下も同様）。麻を使うとこ
ろは、北海道を除き、全国に分布しているが、関東など
やや分布が少ない。日本海側や九州に密に分布している
ところがある。麻綿（オクソ・オワタ）を買うところは
あまり多くないが、耕作地が少ないためか島嶼部に分布
している。麻糸を買うところはきわめて少ない。

2 - 2 　綿
　図 ２ 参照。綿を使うところは北海道に分布していない

が、東北地方・北陸地方・長野県もあまり密ではない。
寒冷地では栽培が難しいということであろう。東北地方
での綿の導入は明治３0年頃という情報もあった。綿を栽
培しないところでは、綿（綿花や古木綿布）や綿糸を買っ
ていたことが示された。

―裂き織りとの関連でー
織物の素材の全国分布

福　嶋　秩　子 １
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図 １　麻

図 2　綿

表 １　多様な裂き織り4）
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2 - 3 　養蚕
　図 ３ 参照。養蚕すなわち繭の利用は、麻・綿の中間の
分布を示す。特に密に分布しているのは、関東地方と、
その周辺の東北地方南部、中部地方などである。繭や絹
糸を買うのはそれぞれ一地点のみで、ほとんどない。

3 ．その他の素材の分布
3 - １ 　ふじ（藤）
　図 ４ 参照。ふじはマメ科のつる性落葉木本で、皮の繊
維で藤布を織る。本州・四国に多数分布する。四国で藤
で織った布をタフという。

3 - 2 　くず（葛）
　図 ５ 参照。くずはマメ科のつる性多年草で、皮の繊維
で葛布を織る。本州・四国・九州に点々と分布する。九
州北部ではカンネカズラという。

3 - 3 　いらくさ（刺草）
　図 6 参照。いらくさはイラクサ科の多年草であり、茎
から繊維をとる。北海道から東北・北陸地方に分布する。
東北地方にアイ（コ）、アエコ、アカダ、アココなど、
北陸地方にエラソ（イラ（刺）＋ソ（苧））という異名
がある。

3 - 4 　からむし（苧）
　図 7 参照。からむしはイラクサ科の多年草であり、茎
から繊維をとる。東北・北陸地方さらに本州・四国の一
部に分布する。東北地方南部と新潟県にアオソ（青苧）、
本州中部にアカソ（赤苧）とオロがある。

図 3　養蚕
図 4　ふじ

図 5　くず

図 ６ �いらくさ
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3 - 5 　しなのき（科の木）
　図 8 参照。しなのきはシナノキ科の落葉高木であり、
樹皮の繊維で布を織る。北海道は １ 地点であるが、いら
くさと同様に東北・北陸地方に分布する。東北地方にマ
ダという異名が分布するが、マダをウリハラカエデとい
うカエデ科の落葉高木の樹皮の名称に用いるところがあ
る。オオバボダイジ（大葉菩提樹）もシナノキ科の落葉
高木で、樹皮の繊維を利用する。

3 - ６ 　こうぞ（楮）と紙
　図 9 参照。こうぞはクワ科の落葉低木で、樹皮の繊維
は和紙を作る材料であるが、織物にも用いる。東北地方
を除く本州、四国、九州に分布する。四国にカズ・カジ
という異名がある。また、四国では、こうぞの皮で織っ
たものもタフという。図 ４ のタフの分布と重なっている
ことが興味深い。
　図 9 参照。紙を裂いて作った紙縒り（こより）を横糸
として織る地点は、新潟・能登・瀬戸内・四国・九州に
分布する。書き古しの紙や古い大福帳を裂いて使ったと
いう記録があった。

3 - 7 　ぜんまい（薇）
　図１0参照。ぜんまいはシダ類ゼンマイ科の夏緑性多年
草である。若芽の綿毛を綿の繊維に撚り込んだ糸を横糸
に、綿糸を縦糸に用いて織ったものをぜんまい織りとい
い、東北地方西部で用いられる。

3 - 8 　ぶどう（葡萄）といぐさ（藺草）
　図１１参照。ぶどうはぶどう科の落葉性つる植物である。
藤やくずと同様に、皮の繊維で織るのだろう。東北地方
に分布する。

　図１１参照。いぐさはイグサ科の多年草である。通常茎
を刈って畳表やむしろなどに使うが、織物にするところ
もある。東北地方に分布するが、岡山ではアラスという。

図 8　しなのき

図 9　こうぞ・紙

図１0　ぜんまい

図 7　からむし
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3 - 9 　おひょう・つるうめもどき・あま（亜麻）
　北海道のみの分布を集めた図１２参照。おひょうはニレ
科の落葉高木で、樹皮から繊維をとる。アイヌの人々が
アツシと呼ばれる上着を作るのに用いている。
　つるうめもどきはニシキギ科のつる性落葉低木で、北
海道に ３ 地点ある。図 ４ ・図 ５ で示されたように藤や葛
が北海道にないので、この木の皮の繊維を用いるのだろ
うか。
　亜麻はアマ科の一年草で、北海道に ２ 地点ある。繊維
用の栽培は明治時代に北海道で開拓使によって成功した
のが最初だとされる。

3 -１0　ばしょう（芭蕉）
　図１３参照。ばしょうはバショウ科の多年草で、葉の繊
維をとって紙や布をつくる。琉球列島に分布する。中国

原産とされるので、琉球に直接入ったとみられる。なお、
四国に １ 地点ある。

4 ．まとめ
　木綿導入以前の素材である、麻・養蚕による繭が綿と
並んで広く使われていた。藤も広く使われていた。その
他の素材として、いらくさ・からむし・しなのき・ぜん
まいが北日本を中心に、こうぞや紙が西日本を中心に使
われていた。また、北海道のみで使われている素材（お
ひょう・つるうめもどき・亜麻）や琉球列島中心に使わ
れている素材（芭蕉）があった。
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図１１　ぶどう・いぐさ

図１2　おひょう・つるうめもどき・あま

図１3　芭蕉
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